
令和６年度津波避難等に関する県民意識調査業務委託仕様書 

 

１ 業務の目的 

津波浸水想定区域及び隣接する区域に居住する県民を対象に、津波避難等に関する意識や行動

の実態を把握するとともに、過去調査及び国・他県調査との比較分析を行い、本県の防災対策の

参考とする。 

 

２ 業務の名称 

令和６年度津波避難等に関する県民意識調査業務委託 

 

３ 委託期間 

契約締結の日から令和７年３月 31 日（月）まで 

 

４ 業務概要 

（１）調査対象 

本県の津波浸水想定区域及び隣接する区域に居住する 18歳以上の男女 7,000 人（無作為抽出） 

 

（２）調査項目及び内容 

① 回答者自身のこと 

② 自然災害全般について 

③ 南海トラフ地震への関心等について 

④ 地震・津波からの避難について 

⑤ 地震・津波への備えについて 

⑥ 南海トラフ地震臨時情報について 

⑦ 令和６年８月８日の日向灘の地震に伴う津波注意報への対応について  全約 50 問 

※ 平成 30 年度に実施した調査の更新を基本とする 

 

（３）調査スケジュール（予定） 

① 調査の実施   令和６年 12 月中旬から令和７年１月中旬 

② 集計及び分析  令和７年１月中旬から令和７年２月下旬 

③ 調査結果の確定 令和７年２月下旬 

④ 調査結果の公表 令和７年３月下旬 

 

５ 業務委託の内容 

（１）調査票等の作成・発送 

・調査票等を作成・印刷し、調査対象者に送付する。 

・調査票及び調査票に添える依頼文の内容は、別途県が提供する。 

・調査票等の送付先は、別途県が提供する。 



・調査票等の作成・発送に係る費用は、受託者が負担する。 

 

（２）調査回答の回収 

・調査への回答方法は、「郵送による回答」又は「オンラインによる回答」とする。 

・調査対象者全員に、督促状兼お礼状を１回送付する。 

・調査回答の回収に係る費用は、受託者が負担する。 

 

（３）調査回答のデータ入力 

・ベリファイ入力とする。 

・自由記載欄の記載内容入力も含む。 

 

（４）調査回答の集計及び分析 

① 集計 

・設問ごとに単純集計を行う。 

・設問によってはクロス集計を行う。クロス集計を行う設問については、別途県が指示する。 

・集計結果は、表やグラフ等により分かりやすく表現すること。 

② 分析 

①の集計に基づき、平成30年度調査及び内閣府や他自治体の既存調査との比較分析を行う。 

 

（５）調査報告書の作成 

・（４）の結果を、調査報告書としてまとめる。 

・調査報告書は次の規格で作成し、カラー両面印刷したものを２部納品する。 

【規格】    A4 タテ、カラー 

【データ形式】 word 形式及び pdf 形式 

 

（６）電子データの納品 

次の電子データを、適切な記録媒体により納品する。 

・（３）で作成した調査回答の入力結果 

・（４）で作成した単純集計及びクロス集計の結果（表・グラフを含む） 

・（４）で作成した平成 30 年度調査及び既存調査との比較分析結果（表・グラフを含む） 

・（５）で作成した調査報告書 

 

（７）その他、本業務の実施に必要な業務 

 

６ 成果品等の納入場所 

〒880－8501 宮崎市橘通東２丁目 10 番１号 

宮崎県総務部危機管理局危機管理課南海トラフ・大規模災害対策担当 

 

 



７ その他 

（１）受託者は、本業務の実施にあたっては、県と十分な調整を行うこと。 

（２）本業務を実施する中で業務の追加や変更の必要が生じた場合は、県と受託者が協議の上、仕

様書等の内容を変更することができるものとする。 

（３）本業務の実施にあたり発生した事故等については受託者の責任において対処するとともに、

事故等により発生した損害は受託者が負担するものとする。 

（４）本仕様書に定める事項について疑義が生じた場合又は本仕様書に定めのない事項については、

必要に応じて、県と受託者が協議の上、決定するものとする。 


